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各  位 

    2012 年 4 月 6 日 

株式会社シェアリーチャイナ 

 

中国人観光客の日本旅行に関する意識調査を実施 

日本旅行における費用・日本でのショッピング費用は減少傾向となり、 

日本旅行の目的が「ショッピング」から「観光」へ 

 

訪日中国人観光客向けショッピングナビゲーションサイト「杰街同歩（ジェイジェストリート）」（以下

「ジェイジェストリート」）の運営などを行う株式会社シェアリーチャイナ（東京都港区 代表取締役：

田中 正人、以下「シェアリーチャイナ」）は、このたび中国国内に居住する2,000人のジェイジェスト

リート会員を対象に、日本旅行に関する意識調査を実施いたしました。その結果の一部をお知ら

せします。 

 

1.日本の印象度調査では、1 位の「富士山」についで「サクラ」が 2 位。これは、日本企業や 

地方自治体が、国慶節、春節という中国人観光客の旅行ハイシーズン以外での訪日を狙い、 

数年前から日本の「サクラ」や「お花見」文化を PR していた結果ともいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の印象度調査では、2010 年に行った調査と変わらず「富士山」が 1 位で全体の 35%を占めて

いる（2010 年では、55%が「富士山」と回答）。ここで注目すべきは 2 位の「サクラ」である。2010 年の

調査では「サクラ」に対する印象はわずか 17%であったものの、2012 年では富士山に追いつく勢い

で全体の 28%を占める結果となっている。これは、10 月の国慶節、1～2 月の春節にピークをむかえ

てしまう中国人観光客に、3～4 月に訪日してもらえるよう、日本企業や地方自治体が「お花見」「サ

クラ」というキーワードを根強く中国観光客や旅行代理店に PR し、ツアーにお花見を組み込むよう

調整してきた結果だと思われる。 

日本の最も印象的なものは？ 
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現在、3-4月に実施される多くの中国人観光客向け日本旅行ツアーには、日本各地での「お花見」

が組み込まれている。 

 

2.中国人観光客の 44%が「5,000-14,999 元（6 万 5 千-19 万 5 千円）」を日本旅行における 

トータル費用として消費しており、観光客が年収の高い経営層から 20-30 代の平均的な月収を 

得るサラリーマンへとシフトした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中国人観光客の日本旅行でのトータル消費額は「5,000-14,999 元（6 万 5 千-19 万 5 千円）」が 44%

を占めており、年々減少傾向にある。これには、中国人観光客の日本旅行への個人旅行客向けビ

ザ緩和が大きく影響していると考えられる。個人旅行客向けビザの緩和により、今まで日本旅行に

ツアーとしてしか参加できなかった中間層が個人で訪日し、自分の収入にあわせた日本旅行をカ

スタマイズすることが多くなった。そのため、今後のビザ緩和にあわせ、中国人観光客の日本旅行

における消費額はますます減少していくと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本旅行におけるトータル費用としての消費額（人民元）は？ 
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3.約 50%がショッピングで「5,000-14,999 元（6 万 5 千-19 万 5 千円）」を消費する。ショッピング消費 

総額は減少傾向にあり、中国人観光客の日本旅行スタイルが「ショッピング」から「観光」へと 

シフトしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本旅行におけるショッピング消費額は減少傾向にある。2010 年 3 月に当社が行った同様の意識

調査では、中国人観光客の 50%以上が「20,000 元（26 万円）」以上を一度の日本旅行におけるショ

ッピングで消費している。それが 2012 年の本調査では「5,000-14,999 元（6 万 5 千-19 万 5 千円）」

の消費が全体の 48%を占めトップ、2010 年と比較し大幅に減少している。その理由については、2

で述べたとおり中間層の観光客が増加し、単純に消費額が減少したこともあるが、中国人観光客

の旅行スタイル自体が変化したことも大きな理由として考えられる。1 で述べたとおりお花見を盛り

込んだツアーが年々増加するなど、近年では観光スポットをめぐるツアーに人気が集まっており、

ショッピングを楽しむだけの旅行スタイルから観光も楽しむ旅行スタイルにシフトしているといわれて

いる。 

その理由としては、ビザの緩和による個人旅行客の増加とインターネットの普及が大きく影響してい

る。ビザの緩和により、個人旅行代理店が売り出すツアーでは知りえなかった観光スポットへの訪

問が可能となった。またインターネットが一般化してきたことで、観光客はより多くの日本旅行に関

する情報や実際に観光スポットを訪れた中国人観光客の口コミなどを入手するようになった。このよ

うな環境の変化もあり、現在はショッピングだけではなく、観光についても改めて注目されはじめて

いる。 

 

＜調査概要＞ 

調査方法：インターネットを利用したアンケート調査 

調査内容：日本旅行に関する意識調査 

調査期間：2012 年 2 月 13 日～2 月 17 日 

調査対象者：中国国内に居住するジェイジェストリート会員。20 歳以上の男女 2,000 人 

日本旅行中のショッピングにおける消費額（人民元）は？ 
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なお、本リリースで発表した内容は調査結果の一部であり、その他にも中国人観光客の「震災後

の日本に対する風評調査」「日本国内の観光地ベスト 10」「最新日本でのショッピング事情」に関す

る調査結果も持ち合わせております。ご関心がある方はシェアリーチャイナまでお気軽にお問い合

わせください。 

 

シェアリーチャイナでは今後も、こうした中国市場情報の収集・発信等を行いながら、ジェイジェ

ストリート運営にて日中の懸け橋となるべく、魅力あるコンテンツを発信してまいります。 

 

 

■株式会社シェアリーチャイナについて 

SBI ベリトランス株式会社の子会社として 2011 年 1 月に設立。訪日中国人観光客向けショッピングナビゲーションサ

イト「ジェイジェストリート」の運営を通じて、「中国人訪日観光客向け情報プラットフォーム」の実現を目指しておりま

す。 

事業内容：        訪日中国人観光客向けショッピングナビゲーションサイト「ジェイジェストリート」の運営等 

本社所在地：      東京都港区六本木一丁目 6 番 1 号 

設立年月日：      2011 年 1 月 14 日 

資本金：          100 百万円（資本準備金 55 百万円） 

代表取締役：      田中 正人 

URL：          http://www.shareee-china.jp/ 

 

 

（※）本プレスリリースに記載されている日本円は、2012年4月6日時点のレート「1元=13円」(小数点以下四捨五入) 

にて計算しております。 

（※）会社名・商品名・サービス名は、当社の登録商標または商標です。 

 

【本サービスに関するお問い合わせ先】 

株式会社シェアリーチャイナ  担当：居山 

Tel：03-6229-0945      Email: ｐｒ@shareee-china.jp 

 

【取材に関するお問い合わせ先】 

株式会社シェアリーチャイナ 広報担当：伊藤  

Tel：03-6229-0851     


